





















































次に， 4，4'ー ジアジドビプェニルの極低温アルゴンマトリックス中での光分解により， 4，4'ー ジナイトレ
ノビフェニルを生成させ，紫外・可視および赤外吸収スペクトルや電子スピン共鳴スペクトルを測定し
二三重項状態を示す平面型構造ι ビフェニル骨格がねじれナイトレン聞の相互作刷が弱められたねじれ型
構造が共存することを明らかにしている。さらに，同条件で2，2'ー ジアジドアゾベンゼンの光分解を行い，
極低温マトリックス中では生成したナイトレンとアゾ基の反応が抑制され.アゾベンゼンを骨格にもつジ
ナイトレンが生成することも明らかにしている(，
以 1-の結果をもとに，キノノイド構造をとりうる芳岳放ジナイトレンから，ポ 1)キスアゾベンゼンの合
成が検討されているυ 1，4-ジアジドベンゼンを基質に選び，ヘキサン中でエキシマレーザーを照射し，ボ
リキスアゾベンゼンの生成を{確認している。
このように.本研究ではジアジド化合物を極低温アルゴンマトリックス中で光分解させ，生成したジナ
イトレンの構造や反応件ーを明らかにしている。さらに，エキシマレーザーを用いてキノノイド構造をとり
うる芳需族ジナイトレンを生成させ，ナイトレン聞のカップリング反応によるボリキスアゾベンゼンの合
成に成功しており、 レーザー光を用いた新規な高分子合成法の開発の可能性を示しているつ以上の研究成
果は，光化学や高分子合成化学の発展に寄与するところが大きいと判断される 3 よって，本論文の着者は
博ーI_-(ーl学)の学位を授与される資格があるものと認めるc
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